
ほっかいどうの社会保障
２００８年１１月１４日 北海道社会保障推進協議会

「市町村に対し、子どもへの国保資格証明書の発行をやめるように指導してください」

保険証とりあげやめて の道交渉を行う！
道社保協は１１月１４日午前、道（国保課）に対して、子どもへの資格

証明書発行問題で、市町村に発行をとりやめるように指導して欲しいと

緊急要望書を提出しました。

道からは佐藤国保課課長と横山主幹が対応しましたが、「道として文

書を出して市町村に指導して欲しい」との要望に対しては、「国保（資格

証明書）に関しては国と保険者である市町村の問題であり、道として文

書を出したり、指導することは出来ない」と従来からの答弁の繰り返しに

終始しました。札幌市が１８歳未満の通常の保険証発行を決めました

が、道は、子どもが医療を受けるときなど特別な事情に準じて、緊急的

対応として「速やかな短期被保険証の交付に努める」とした国の通知通

り、「短期保険証」の発行を強調しました。

なお、交渉の中で、１８歳未満の子どもすべてに保険証を発行しているのは、政令都市・県庁所在地の中

で熊本市・静岡市・札幌市（１２月１日から）の３市であることが判りました。熊本市も静岡市も短期保険証の

発行で、普通の保険証発行は札幌市が初めてになります。

本日、午後２時から札幌社保協・道生連が、子どもの国保資格証明書発行問題の市交渉を行います。

室蘭市、子どもへの国保資格証明書発行を取りやめる！
《西胆振社保協、市村事務局長からの情報です》

室蘭市では、小学生５人、中学生１人の６人の子どもに国保資格証明書が発行されていましたが、６人全員に保険

証が交付されました。

市は、小学生５人については、１０月から乳幼児助成が小学校６年生まで拡大したことにより、その時点で保険証を

発行し、同制度の対象外である中学生についても、「機械的に取り扱うことにないように柔軟に」の立場で短期保険証を

１２日までに発行しました。

中学生への保険証発行に先立って、市村事務局長は市に、「昨年、一昨年と保険料の値上げを止めてと署名や市

に対して要望も出している。市税、介護保険料、国保料と値上げしておいて、払えないから資格証を発行するということ

では生活に困っている家庭には大変辛いこと。とても認められない。特に子どもで資格証の１名の中学生については教

育的配慮が必要である。ただちに解消してください」と要望していました。

これで室蘭市の中学生までの国保資格証明書の発行はなくなりましたが、昨年２１件だった資格証発行世帯が今年

２５６件になった事は「収納率が悪化してきており厚生労働省の指導どおりの対応である。昨年短期証発行世帯につい

て連絡が取れないところに資格証を発行したもので特段の変更でない」と市側が言っているため、１１月１９日に西胆振

社保協で対市交渉を行うことになりました。

講演会のお知らせ

（北海道保険医会主催）２００８医療フォーラム

「医療に使うお金は本当にないの？知っておきたい将来の社会保障」
横山純一北海学園大学教授

日時 ： １１月２２日（土）１５時～１７時

場所 ： 札幌 東急イン（中央区南４条西５丁目）


